
「戸口小学校の八月踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 龍郷町立戸口小学校 

２．学年・人数 全児童計32人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

第一，第三金曜日シマタイム ８:15～８:25 本校体育館 

令和７年９月12日（金） 13:50～14:35 本校体育館 

令和７年10月22，29日（金）19:00～20:00 本校体育館（子供会主催） 

令和７年11月６日（金） 19:00～20:00 本校体育館（子供会主催） 

⑵ 発表の日時・場所 

令和７年10月５日（日）戸口小学校・戸口校区合同運動会：本校校庭 

令和７年11月８日（土）子供会種おろし：各集落公民館，校長宅 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称   

八月踊り（はちがつおどり） 

⑵ 由 来   

奄美大島ではかつて広く稲作が行われており，稲刈りが終わった後に豊

作の感謝を込めて八月踊りを踊ったのが由来とされている。 

⑶ 構成等  

チヂン（太鼓）で拍子をとり，ハト（指笛）で盛り上げる。頭にははち

まき（豆しぼり）をする。手には紙を挟み込んで踊る。男女交互に掛け合

いをする。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

地域の方に八月踊りについて御指導いただいている。公民館で練習を行う

練習に職員や児童も参加している。工夫した点は次のとおりである。 

⑴  第一，第三金曜日に行っている「シマタイム」を１～６年合同で行い，

高学年から低学年へ八月踊りが伝承されるようにした。 

⑵  音楽の授業でも八月踊りを取り入れ，唄の練習を行った。唄の詞もファ

イリングし，全校児童に持たせている。 

⑶   児童，保護者，地域の方が全員一緒になって踊ることによって，集落の

一員であるという自覚をもたせ，戸口の八月踊りを継承していこうという

心情を養った。 

⑷  三味線やチヂンなどすべて児童が行うようにし，自分たちで唄って踊れ

る八月踊りを実践している。 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

八月踊り練習会    運動会での八月踊り   子供会種おろし 

７．感想・意見

（参加児童生

徒・保護者・保

存会・教員等） 

【児童】 

・ みんなと輪になって踊ることができ，戸口小の団結を感じた。 夜まで踊

って疲れたけど，最後までやり遂げることができてよかった。 

【保護者】 

・ 練習の時から年上の子が年下の子に太鼓や踊り，唄を教える姿がたくさ

ん見られたのが印象的だった。 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


